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国際アパレルマシンショー（JIAM2012）盛大に開催 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
三 地 域 連 絡 会 議 開 催 さ れ る ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
CSMAとのトップ会談開催される‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
ミシンを学ぶ授業のためのパワーポイント教材「学んで、作って たのしいミシン」‥‥
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国際アパレルマシンショー（JIAM2012）盛大に開催

●レセプション（前夜祭）
　9月18日（火）の18時からハイアットリージェンシー大阪
において、出展者をはじめ、来賓、関連業界関係者、報
道機関、また、海外縫製機械業界から中国縫製機械協会
（CSMA）、ドイツ縫製・皮革機械工業会（VDMA）、米
国のSPESAなど200名以上の招待者が出席し前夜祭を開
催しました。当日は、安井会長の挨拶に始まり、来賓祝辞
として経済産業省近畿経済産業局の小林利典局長並び
に大阪府の松井一郎知事（代読・木村愼作副知事）よりご
挨拶をいただきました。その後歓談が行われ、会期中の話
題に盛り上がりました。途中、JIAM功労者（JIAM実行
委員長経験者）として、山岡建夫氏、美馬大道氏、近藤章
吾氏へ感謝状と記念品の贈呈が行われ、締めは中村副会
長が行い、盛況のうちに終了しました。

　当工業会は、2012年9月19日（水）から22日（土）の4日間、日本のインテックス大阪で国際アパレルマシンショー
（JIAM2012）を開催しました。多くの来場者が訪れ、各ブースとも活況を呈し、充実した成果あるショーとして成功裡に終
了しました。
　世界17ヶ国・地域から、出展者数207社、1,028.6小間の展示規模で開催され、4日間の来場者数は15,764名でした。

〈JIAM功労者表彰〉

〈前夜祭〉

〈テープカット〉〈開会式〉

●開会式
　開催初日、9時40分からインテックス大阪内において、
出展者をはじめ、来賓、報道機関等170名以上の出席者
のもと、JIAM2012開会式を執り行いました。主催者の
安井会長の挨拶後、経済産業省製造産業局産業機械課

の須藤治課長の来賓祝辞があり、その後美馬副会長
（JIAM2012実行委員長）が開会宣言をした後、関係者
によるテープカットが行われました。
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〈テーマゾーン・メインステージ〉

〈デジタルファッションショー〉

●テーマゾーン
　会期中、インテックス大阪の4号館に「日本のチカ
ラ」をコンセプトとした展示を行いました。日本製品
が持つ質の高さ、未来を見据えた技術など、4つの
コーナー（「先端技術・情報発信コーナー」「クール
ジャパンコーナー」「スポーツ&SEWコーナー」「人
に優しいコーナー」）とステージイベントで、日本から
世界へ広がる繊維産業のエネルギーを発信しまし
た。また、メインステージでは、世界コスプレサミッ
ト受賞者によるパフォーマンスステージやデジタル
ファッションショーなど多彩なステージイベントが行
われ、繊維及びアパレル業界関係者を中心に多くの
来場者が訪れ、終日賑わいを見せていました。

●家庭用ミシンゾーン
　会期中、インテックス大阪の5号館に「ホームソー
イングとキルト作品の世界」として、家庭用ミシン
ゾーンを設けました。ミシン体験コーナーや、キルト
作品の展示、ミシンの歴史展等を設け、大人から子
どもまで幅広い層の来場者に楽しんでいただきま
した。また、当工業会主催の第32回ホームソーイン
グ小・中・高校生作品コンクール最優秀作品及び
JIAM2012キルトアワード優秀作品の展示を行い、
国内はもちろん海外からの来場者も作品の素晴らし
い出来栄えに驚いていました。

●シンポジウム・セミナー
　9月19日（水）13時から５号館特設会場で、「これ
からの縫製機械と縫製業界のあり方」について縫
製機械シンポジウムが行われました。主催者の安
井会長の挨拶の後、コーディネーターの近藤繁樹氏
（日本アパレル工業技術研究会会長）の進行によ
り、パネリストの榎本 陞専務理事（JASMA）、林 
建龍副理事長（CSMA）、Dietrich Eickhoff副会長
（VDMA）、Frank Henderson前会長（SPESA）
によるパネルディスカッションがあり、聴講者は約
150名で盛況裡に行われました。
　また、20日（木）13時から同会場で、「今、なぜ
メード・イン・ジャパンなのか」をテーマに基調講演
とリンケージシンポジウムが行われました。貞末良
雄氏（メーカーズシャツ鎌倉㈱取締役会長）の基
調講演の後、久米信行氏（久米繊維工業㈱代表取
締役社長）の司会進行により、パネリストは貝原良

〈シンポジウム〉
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　平成24年9月21日（金）8時より、ハイアットリージェン
シー大阪で日本、中国、ドイツ、米国の縫製機械業界によ
る三地域連絡会議が開催され、4団体代表の挨拶及び各
地域の生産・市場・展示会等の状況について意見交換が
行われました。進行役の安井会長から、三地域連絡会議
を縫製業界の抱える課題を議論する場としていきたいこ
と、また、家庭用ミシンに関わるものとして、ホームソーイン
グ普及促進に取り組んでいる旨説明がありました。また、
各団体代表からは、展示会におけるセミナーの重要性が
高まっており、技術の進歩を顧客
に紹介する良い機会であること、
また、JIAM2012のテーマ「クリ
エイティブ・リンケージ」に感銘を
受けた旨の感想が述べられまし

　平成24年9月21日（金）、18時より大阪市内で当工業
会とCSMAのトップ会談を行いました。安井会長から、
JIAMへ来ていただき感謝していること、両国の絆を更に
深めるため、今後もこのような会談を続けていきたい旨挨
拶がありました。その後何理事長から、この数日はJIAM
の情熱を感じていること、会談は有意義な情報共有の機
会となり、今後も両業界の友好関係を保っていきたい旨挨
拶があり、その後CSMAの田名誉会長から、今回のJIAM
は多くの新しい技術が出展され、正に「新生JIAM」であ

り、成功にお祝申し上げたいこと、両国の友好関係を継続
し縫製機械業界が発展することを願いたい旨挨拶があり
ました。歓談は廣瀬副会長の乾杯発声後、和やかな雰囲
気で進められ、眞壁副会長の締めで閉会しました。
　出席者は、当工業会から安井会長、眞壁副会長、美馬
副会長、田島副会長、廣瀬副会長、中村副会長（代理・山
口氏）、榎本専務理事他4名、CSMAからは何理事長、田
名誉会長他8名でした。

た。出席者は、当工業会から安井会長、中村副会長、美馬
副会長、近藤副会長、廣瀬副会長、榎本専務理事他6名、
中国・CSMAから何理事長他7名、ドイツ・VDMAから
Eickhoff副会長他7名、米国・SPESAからHenderson前会
長他3名でした。

治氏（㈱カイハラ代表取締役会長）、森奥信孝氏（岩手モ
リヤ㈱代表取締役社長）、貞末良雄氏（メーカーズシャツ
鎌倉㈱取締役会長）によるパネルディスカッションが行わ
れ、聴講者は約240名と立ち見も出るほど盛況の内に終了

しました。
　その他同会場では19日（水）から21日（金）の３日間、縫製
機械関連業界のタイムリーな話題をテーマにセミナーが開催
され、関連業界等の最新動向が熱心に論じられました。

CSMAとのトップ会談開催される

三地域連絡会議開催される
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編　集　後　記
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ミシンを学ぶ授業のためのパワーポイント教材「学んで、作って たのしいミシン」

統　　計 生産、販売、在庫、輸出入状況（平成24年1月～ 8月）
（単位：台、百万円、％）

家庭用ミシン

前年比

工業用ミシン

前年比

合計

前年比

生　　産 販　　売 在　庫 輸　　出 輸　　入

数　量 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額数　量

 37,841 1,766 37,641 1,752 798 153,840 1,526 613,366 5,630

 109.6 110.7 108.5 109.2 88.2 80.5 100.3 109.3 115.0

 88,332 16,283 99,674 17,201 14,957 109,224 17,605 29,142 1,892

 70.4 70.9 75.6 73.9 93.3 71.0 72.3 76.4 93.5

 126,173 18,049 137,315 18,953 15,755 263,064 19,130 642,508 7,523

 78.8 73.4 82.5 76.2 93.0 76.3 73.9 107.2 108.7

資料の出所／生産、販売、在庫:経済産業省生産動態統計　輸出、輸入:財務省通関統計

　JIAMショーが7年ぶりに日本（インテックス大阪）で
開催されました。現在の工業用ミシン市場の景気の低
迷や直近の日中間の諸問題等で来場者の減少が懸念
されていましたが、結果的には多くの来場者を迎え、開
催前の大方の予想を上回り大盛況のうちに閉幕し、次
回につながる足がかりとなりました。世界的に工業用ミ
シンの需要が低迷している中、今回の「新生JIAM」の
成功を機に巻き返しを期待したいと思います。

　（I.T.）

　当工業会は、「全国小学校家庭科教育研究会」の要望を受
け、小学校家庭科指導用にミシンの使い方などを学習するため
のパワーポイント教材「学んで、作って　たのしいミシン」を作成
しました。
　この教材は、ミシン指導が苦手な教師でも家庭科指導に携
わる際に、指導用手引きとして使用することができ、知識編と実
習編の2つに分かれています。更に、児童が理解することの難し
い縫い目のでき方などを動画で説明するなど分かりやすい内容
になっています。教材は現在、同研究会のホームページでダウン
ロード可能ですが、近日中に当工業会ホームページからもダウ
ンロードができるように準備を進めています。

社団法人日本縫製機械工業会
☎：03-3597-0470

問い合わせ


